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平成21年度 勇22回三郷市総含防受訓練  「初期消文目‖擦J(北 中学校〉

づ      」 』
大地震はいつ発生してもおかしくありません

被書を軽減できるように地域防災力を高めましょう

首都直下地震とは
今後10年間で30% 30年 以内に 70%の 7L率で発生すると予測されている

マグニチュード7クラスの地震です。

東京湾七部地寝W73 冬 夕方18時 R遷 15m′s
E 最 大国産 0お  日  死 者 1万 1千大 日  鞍 宮額 112・ l同 日  建 勅全壊 85万 綴

(被書想定はや実防災会議ま算 平 成17年2月25日発表)
ヽ
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驚 13= み さ と 日 = 防 空 報

会 長 中 村 智 英
らしました

このような 自 然ホ猛成を振合う友各を崇くすことは

てさませんが Jヒ宮り悔力ヽ普段からの備えて 弦 富を

行拭することは可能てあると考えてお ります

当面議会では 各 地城0向 ユ筋共活助をとお し It蚊

コヽ■ニテ 十か々まることを日FJして =業 を進めてヽ

,ま す 近 年と点を置いてお ります事業といたしまして

は 地 を自=け 火活動の充実を四るたち 自 =防 衣副龍

指導者残成滞とにて地域い及 リーターリ育成を進めてお

ります こ の結果 地 張防Xリ ーターによりまして 赳

空に合った自主lt班部‖海か契砥言れるなど 地 琢で話 し

合い 地 域のけ大を考えち 口 程的な自=防 災会がすっ

て言ているとな してヽ ,ま す

白主け災活動の充実は 地 々コミ■■ティ=す み班宮

F子要損護者などにも植しい地域づくりにつたわ【ちと考え

ております

当協議会ては 合 白主lj英会が活性化するようなす芸

を今ほも迂めてまい0ま すので =協 力をお願いいたし

ます

Fr事業を円対に貫にすちため に 自=工 J全 部さを平

成20年度は 13日 行たいました 資 にした“手者につ

いては 次 のとヽりてす

平成20年0日,4日 (■)機 会

■イヒ=lII末全議とて開忙 車 業部= 水 算 事 業計両

(資)予 算(4)の承E■ 出す者101名

平成勾年7月)0日 (日)自 =脱 贅ヨ‖練指導者奏庄距座

lt次け―ターの差成 ヨ 誠者60名

平成如年3月24日 (日)第 21回三郷市建合防焚卸練

桁力葦打「 事 加者15名

平成如年10,10コ `日)指 導者ネットワーク全体会及

び研体会

i英 栄醐 け央tン ターにては法学習及確 lA会を明

に 奇 J,せ30ち

子蔵如年11■OEI(日 )自 主筋卿 1疎打喜符奏成騒座

ヨ:「者62名

平成如年Ⅲ日から平確 1年2月 ン ロック市電交流会

市内7プ ロックて陶に ● 自主防■会りfut助よ況ヽ迎

t上 り凍幽などについてり情報交換を実祐 0加 ヤ
104田■15,も

平成を0年12月15日 (月〕 み をと自主防災報発FT

第12,を 全■配打

平虚21年2月17日 (火)観 張研体

穴=Ⅲ け,本 市い】いにてはな■習

け火公画糧算 (葛飾区まI公 回)

け■古に視夕 (瑞‖市民tン ター) 0拘 ,■75“

平成21年3月15日(日)自ユ防災剖練指導者養丘嵐座

受議F 1 4 名

2

平成21年度結全において属″されました 車 業Fr両■

び予算の概要に水りとおりです

事業計画観要
平成21年 6月 13● (■)4_会  に動す例発表会

平成21年 7■ 12日 (日)日 =防 去訓縦精尊吉査成説r

平成21年 1月～    ホ ーム本一ン更新
T成 2if 8月 230(日 )三 打市結合防■訓顛

平成21■1 0月     七 もイヽッ トワー ク全体全ユ

T'21年 10月ヽ
tF研億会

ツロック市軒=市 =

■,2 1年 11月15日 (日)自 =防 X訓 練指導者奏成討ほ

平成21年12月15日 (火,■ さと自=防 友親,1 3■ 焚fr

Tす 22年 1 月17日 (日 )防 変S鯨 =

十Ⅲ22■ 2月28日 (日)自 =け 央剤練指導ヤ芸成説E

X定 例把ヨ全を,3回  ■ の他車内部全を定期的に町に

してお ,ま す

予串寝衰
収入については 主 にとす 三打市新IIb金にす前年度

探赳登モ 0 1 1 8万 円を見込んています

ユHについては 約 101万円の+業掛=計上し 指 ■

者湊サ討座 け束語統= 広 守信のた行 ホーよベーン

の資新なとりす業を進めてまいります その他 J窮 ☆

全譲■■を副=Ltい ます

B‐災害時に助け合る占挫泌づくりを目指して!適
三郷市自主防災組織連絡協議会

日'よ り 市 内●地をで自=lt班

活動にご活報さrて ヽ ります皆様に

は ■ 打i自 =防 ■組親連絡臨醍全

活動にご理解を(1ただくと■に 古

助を=え ていただ= た す持つて感

謝■し にテます

また 市 民の■様にヽかⅢまして

ヽ III塩の自=防 友コ‖練年に卸 いい

たださ 白 主ltXt動 を述 ,立 てて

いただ= ら しお1とうごきいます
言て 平 成21年 に起と,ま した■宮を振'ど つてみます

と 大 雨 古 mに よる=砂 ナJて Fi 山 口いのを大ホー2、

Ⅲ■■航に0み モまれる/jど 楽 落への松草打【幅阿県 R

に県などで相次ヽ シ くの革い六命がおわれました ま た

気車現車では 竜 をの発上など lt仰 が建 しい拒どヽとこ

,て ヽ います

地震縦普ては 大 lt在"【予測言れている東海地方で 葉

質 6現 の地震ど壺印し 東 者H迎 道離の一
部わ̀航tFするな

ど 交 通り大助析おi不通 どなり 多 くの人々に影脅どもた

Φゆ 犠 緯鈴ゆ ゆ る 0ゆ ゆ ゆ ゆ ゆゆ 0ゆ 0ゆ ゆ ゆ ゆ ゆ ゆ 0ゆ ゆ ゆ ゆ
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合防災
副練に参加

篤 1 3 = み さ と 白 = 崎 技 報

して

幅広い年齢層か らの参加を

三踊Hjtti防災組触連絡陥議会

幹事  加 藤 英 泉

科 り少なくなった王本なの国曜日 (8月 23日 )lL中 学校

によいて ご 米資車欺=底 席0も と こ 海市 陸 上自術蕗

警察J ‖ "□  □ ltF合をはじじとする22の 東施臨四を事

実施JF(,=)ス tr円採強円 磁 力■■年 官 民一体挙げ

t打 4時 間 ■わた り10証 日の訓縦″行われました

■日はなこの時期tiい え 気 温 も高くなく天長にも宮ま

れ ,畝 ヽなく 0加 章一人一人がそれを■の訓臨に■資1に

■ '組 まれ 赳 ほ次■年を想定して掌砥する 「fr磁どと民及

ど助友関係機函″ な とな, 次 言広a対 策の向上ど"次 意

譲り高"`口 る Jと いう目的は達成てヽたと思います

●康員の方すも多歓動員されましたが `空 砥自体 (す芸 )

担肖のittRに よを訓頼の単適や茶合の指ネ ま ヽ今″的確

に,わ れ 進 iが □拒tiわ れたことヽ訂石に値するもの■

した

三拓Hテ自主防央lE紙迎絡血践合を年 |口 門にの自=肪 次副

練“ヨ̀千 差成社とそ指尊する■策市宮=町 ■指導者ネットワ
ークの“投員ヽ要方てり0加 てした力1意義のある訓傑てした

訓紙0加 者"ど ちらかというと高いの方が多い, ,口 切

じて 北 中掌後のま加"あ り 拘 テ密命割臨を受 チていまし

た"【 訓 練はやれることわ【大=て  イ 学生から高爺章=て ほ

広い,い 層の0加 をヨ,ま す ,に  い ま大Sと いう時に一

ほ野廃町会白主防災会

会長 大河正 自

ほ野車町会 自=

防去全は十t■ 胡

か ら て平茂 4年 )

自■的にそこの防

央コ紙を実施 して

おります力̀  英 宮

|【琵とすると広い

的いに影留ホある

た0+i取 より近

障のほ野=T目 西

8活 動でヽる●に

,育 て 規 役世14

020代 から40代

り方ですつて こ

れか●はた■ こ

の■イⅢ 方の0加

を「F」,ヽすたいも

つてす

町芸ど確野二T向 町会を働転し三町杢での合同自=防 去副練

を,っ てヽ ります

0月 lS白 (日)年 前 S時 より年前 12時 まで■■の三町

会,同 自主防卿 酸t「 円□ちびっ子は臨Jで 実砥しました

剖練0加 哲 120名  訓 練題日は獲体験 消 火劇縦 紙 出

m紙  報 授測盗 在日倒練て 圏 ,強 は全員卸 , 他 の4引

縦は0-テ ーション方式とし`訓 練 SO名 にケ割 し防ナ部員

をリーターとして 縦 定した時同内に前縦"震 子するように

8,価に征い測績を進"た

4副 降m― テーション方式↓昨年まではスムーメにせま

なかった ,因 はA出 し訓縦の方法にあり査材り軍析 煮 k

官に,時 間を空し容易に次の印,座に移i出 Xお かつた こ Ⅲ

を反省し  「 い詢 と いうと言に投に立つ却,練てた,れ ま意

味がないこと"う アルファ米を窯用した ア ′レファ米t一 定

の規か水を入れ一定時 Hlい,ま 革味しいご領が食べられる

垣時mて 護にでヽ出来う利に■″ある 0加 者は肛出し測練

て,的 をロスすることなく大0副 練にを行てきtrFで あ,た

,回 り自=財 卿 1練ど,つ てみて考え,れ たことは大規ほ

慶宮発4時 こ絃悪Zす 整出活動"【 どう人所の言所と確R打

必須てあ り こ のため 一 人でも,く 自=防 卿 擦塙Ⅲ青凄

虜4庄 ど受け把虜じ民がほ力し合つて防災な制を要立するこ

とtあ ると実摩しました

「

「抱域防災活動
さつき平プロックの取組み

きつさ平1-2-2自 主防及会

会 長 岡 本  正

とつ=平 把転は 昭 和01年か ヤヽ,3年 に力ヽ,て 少隷さⅢ

た高吊マンションて 17“ に2119■ 打 H000人わ【后として

います

自=防 央全は 張 ,に 組終されてヽ, 17い 全てて霊ま吉

■ています

`白 =け 技分には  r震 共によるラインライン“J卜の転り

ヽ助はどうするJ「 市帰解からの脱出 ヨ 螢在キの安全避熊

はどうすな」 「高層踏てのぼ災欧 チヽ■人活動はどうするJ

とい=Jた■通り恕垣VF有り ,科 =控 0掲 わ1出しいとり」望

わヽ● さ ,宮 V白 iけ 央連続合譲を平成20■4,1日 に発足し

■した

笹驚会議 = 17の 全 百三防災台■紅績 し ■ 4口  を 全おヽ

らの防央活動拒報の提供 夕 宮|↓の地域喜格 ■ 通経題のテ
ーマを決めてのほat■ 拒 確資張などtrrつ ています

有,こ け ■菫機材の■盟交査打盛んで 地 弦にあった賞終

材ヽ大の凝全にたっています

0資 は ■ 通藤題とrFってぃる 階 度避態搬送機“の導入

トイレ村筑 どこDへ の対応 副 縦や 事青り■合砲員などに,

いて 経 な的に様奪をしていざます

こりと結誉藤によってよし材交流を経め 延 政lt災力の三な方

向上t妥 アて行さたいとgい まⅢ



草 1 3 = 空  親" さ と 自 防=

‐_郷市F蓬掴描豊醤役ま
ilEtt H2ユ331=■ )

会  長  中  打  留  英
(店蔵 2,日 町_‐自=防 チヨ)

高1会長 菊 紅  転  =
(芸町みなみ町会自=崎 友会)

菖1 会長 同 本   正
(ご,g軍 卜をク白ヽ 誉自=既■合】

会  計  菅  原  み つ子
(″きと白■=資 E自 =は ズ合)

幹  事  涌  島  目  護
(みどと算it=自 =防 ズ=)

幹 事 斉 藤 公 ―

(■ヶ“'T  t t  S町資含J厳工合)

韓 喜 養 部 壊 右
(声,臨 立窺町全白=航 文全)

韓  = 中  国    済
(n助 町 草 自主 席 ■ 草 )

や  軍  大 河原   責
てほg=既 ■ 自=防 ■■)

幹 章 t _ " 文 雄
(工を 上 町会 白=FF大 誉 )

幹  事 力]麟  箕  泉
て三切2エロ町資白=防 次資)

韓  ヨ  団  山  昭  男
(阜編口算 口 紅自=航 チ奈)

幹 事 穣 芹 窪 森
(=題部 回車―[宅 自=助 工誉)

監  享  小 谷野 方  勇
(タワースコ白■誉白主筋I全 )

監 事 前 日 暗 久
( な口高 町台 自= 防 ズ奈 )

台=,■日臨指手者受点白EfF7=(再 ,1組～覇 5翻)

,ロロシDック
伍V  t え 町 E芝

=ド  ミ ' H,■ ■引

'縛 回日題ブロック

Fi fr在  1 1ヽ  ヽE

正崎  i ■   ド に

ま和ヨン0ッ ク

加霞 f「, ■ 同 E切

山=  ■  “ 内 Ⅲr一

=「  ヽ ,

■莉西ノロック

に■ 中 京 ロ ト紀人十

EHブ ロック

百Ⅲ  工  田 ■ A吉

ミ■十1= 口 ,高 才■

ユメ 赳 ― “ 下I― 印

″者と国班ブ0ッ ク

立  々 ■  亡 tミすフ

■市  宜  京 u ヽ 車

因日  二  ヽ 「 ■ ユ

ヽ中 コ ` Ⅲ Ⅲ  ば

E町  文 i “ m■ 十十

,■  ■ =

き,宮 軍ブ0クク

上五  I 二 ↑ⅢFト

ロ町H F 上 町 江 エ

■liれ代■ え コ rま

崩  花 え itt A江

元Ⅲ ,■  lF★ 五打

Aほ  ,コ  ■■  ■

町■ ■■ llど 〔Ⅲ

■● 旺■ ■ 0 ■ ●

レ加 ■ヽ「 ■ 0 1増

i(●  ●  ヽ J紀 真,

■、 [増

る瑚 再 ★ ii■  ,

ま, お Fi 二日 “ i

■,コ“中ヽ  ど令 fr,

及=な ど地填てのほ力 械りつたⅢⅢⅢ

六りです をけ卿 ―'一カ十日瞑'うに

仙し ‖ 力し含える閃“を掌いていくた

めに  ヽ指革者キット7-'ヽ マく|)方
■に会加していた■=たいとせい■す

今後 獲 「i就いに々耐いただ= に 子に

あわせて 七 卓哲■ットヮークヽt/ス■

ヽまるしくヽ中いします

自主防奨訓線悟導者毒成話座
1■た■0■ よ 【た "ヽす るJ● ■

―ワー トにヽち,ます■,に  ■ 政0

け,方 り向上を日埴し を 百とrF■誉

ヽ副の高■十ヒ七日"t Iじ r所 大ロー

ターOiた ユ英として =江 圧を十五

11■r",mrtし ■■ります

,■  ヽ白 =防 ■ヨ1康を■施する査

越京試`ヽ frOJ ft B店 し ,□ い

=章 てⅢ子どしています 1回 日は■

座 2口 自lI■解 ど 口内まiヽ とヽヽ

,7モ ステッブア ンブする内ど千せ1/

てヽりヽす

にイjイ い■首=所 I誉 べ よ =せ

題M苺 誉F■ ●引1材=電 fl t,■畷'ヽ

ウス ス |■時rrど)の iし Ⅲしを,

い ■ 立にあ,た 白ケたちりけ文〕HH

を空施して, たヽだいてうⅢ 貫 ,o前

療力ヽ●白■の加やヽと =■ り中指す

■,い け■方向上1日 に見えヽⅢ=っ

ていると“4!【 ⅢⅢ■す

あ い W"■ 草 15削0江 にて 大 0

1●をい方|に 子Ⅲたレました 町 ■

Ⅲ―ターとして 対 取=0た 町■打Ⅲ

してヽます

――二空■匙理型聖理型練指車首ネットワーク
埼喜fiッ ト,一 クけ 自 主lt■笥険 情卓者撃成説とりに,首 4"“ に

指■者lHp検 め,な わtりとに子してホちリフヵローアップをH"に  ■ 成

10年 11月 に充足しました

発t後 京 に 尊`ネ ットツークで整成護座り指専を0当 するなど す旨ヽ

言としていH々 も発われています ま に 業 成誠Eの J市 打■trて0青 見

女機ヽ■付研を会 市 結合防,副 蕉■0訂1棟市ヤなどを通 して 全 F相 互

/1地をけ■リーイーとしての社々な面ど古じ合,て おります

現4 市 事千ネットワータの■Etは lol■ "三 寄 してお り■す ■ !

■にi ヽ■の白iltナ会だけてた( 同 した態,所指定してい`白iけ

戸″rtttIEl町会自=筋 英会

取 立  平 成 21年 イ月 14日

世青蜜 185■ ヤ

役R壼  12名
"崎 模な自主防災全です"【よるしくヽ

願いします

対 車 団体 の 数  ,34団 裕

自iけ 大会の蟹  121回 い

団【数でりれ総吾 003%

組結されていう地域の

L市 歓での細続章 032%

む つ てヤ成 21年 度lt班白むより)

全 国 り 組 蔭 革  71,%

埼玉県の組臨4  7● 066

X世 帯数での組練々
求蔵崩産事前打合せ会

,■ 6日 に喜緒悩連会,Hと 指導者キットヮーク空自て 言 通投命説習を受講 しました 最 近 AED(自 動林外式

略細助料)り 普及わヤ進ユ 公 共施設やショッビンクセンターなど 市 内`所 て芝査言れているOi見 かiするようにな

りました

自主け及ヨ1練てり換経ヨ1練ても 応 息子当ヽ心前蘇生法とはせて AEDり 使い方を車わち検全t町 えています A

EDは  夕 害nうというょ,平 常l■りを病■に対し 設 宮車れ到者するまてり歓命塔はとして大変効要か切行されるも

つてす 応 ぶ救預を副揮している日iけ大規練としては 共害時 t眠らす人命枚題に係わる知議t身に,けてヽくこ
とヽ大切てあると考えています

今後  多 く0日 =け 大会の営幅 にも受譲 いただきたいと唇 しましたりて ま 窯イヒに向けて慎す して李 ,た いとをい

ます


